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1：50,000 地質図幅 

説 明 書 

 

 

大 屋 市 場 
（岡山－第34号） 

 

 

この図幅の南半部は７万５千分の１地質図幅「生野」を作成する予定で,昭和23年 

より東郷により調査が始められたが，昭和24年，５万分の１地質図幅「大屋市場」 

として作成することになった。昭和25年8月より，図幅北半および南半の一部の水 

成岩地域は主として神戸により，火成岩地域は主として広川により調査がおこなわれ， 

昭和26年4月，野外調査を終了した。 

この調査にあたり，三菱金属鉱業株式会明鉱業所から貴重な資料の提供を受け 

益するところがはなはだ大であった。 

 

Ⅰ.１ 地   質 

Ⅰ.１    2),3),4),18),19),25),28),36),註1) 

本図幅に分布する水成岩は上部古生層・三畳紀層および第三紀層（？）である。古 

生層は水成岩のなかで最も広域を占め，輝緑岩質岩石・閃緑岩ないし斑糲岩・古期花 

崗岩質岩石等（これらはいわゆる夜久野塩基性岩として一括されてきた）とともに， 

北東－南西ないし東北東－西南西の方向性を以て帯状分布を示す。 

閃緑岩ないし斑糲岩はほゞ南北の２帯に分れ，この２帯に挾まれた中間帯では，南 

帯の閃緑岩ないし斑糲岩に近く，同じく帯状をなして古生層および輝緑岩質岩石が， 

また北帯の閃緑岩ないし斑糲岩に近くこれもまた帯状をなして古期花崗岩質岩石が広 

く分布する。この古期花崗岩質岩石の岩体は塩基性岩を貫ぬき，北東部において尖滅 

し，その附近から中生層が現出する。この中生層は三畳紀に属するものであって，古 

 

註１）括弧内の数字は末尾の献番号を示す 
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生層を不整合に被覆し，北北西－南南東の走向を示す。帯状分布を示す古期火成岩類 

と三畳紀層との関係は，図幅内では不明である。しかしながら，後の新期花崗岩質 

岩石が不規則な分布を示すに対し，この花崗岩質岩石は北東－南西方向の帯状分布を 

第 １ 表 層序および地一覧表 
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示し，かつ一般に破砕構造を持ち部分的にはミロナイト化されていること等から見て 

古期のものとして区別しうる。 

図幅の西部地域には安山岩特に変質安山岩が広く分布し，その下部には凝灰質岩石 

および第三紀層（？）が点々と覗いている。これら岩類の東縁にう如く，新期花崗 

岩質岩石ないし流岩質岩石の岩体が点々と現出し，安山岩の一部に接触変質を与え 

ている。図幅の北東部においては時代未詳の花崗岩質岩石，南東部においては第三紀 

の流岩，南西部においては第三紀の石英閃緑岩質岩石が，いずれもやゝ広<現出し 

ている。これら３者は隣接の図幅においてはさらに広い分布を示すものである。また 

図幅北東辺においては三畳紀層を被覆して玄武岩が現出するがこれは恐らく北縁の天 

滝熔岩と一蓮のもので北西隅の氷山熔
ひょうのせん

岩よりも古いものであろう。 

地質構造上特に大きな意味を有する断層は，北東－南西ないし東北東－西南西およ 

び北西－南東ないし北北西－南南東の方向を有するものである。図上に記したほかに 

も走向断層があり，また火成岩の発達する地帯にも断層は存在するものと考えられる 

が，明らかでない。 

層序および地の概要を第１表に示す。 

Ⅰ.２ 各   

Ⅰ.２.１ 古 生 16),35),40),41),42） 

古生層は岩質によって明層と大屋層とに分けられる。明層のうち，やゝ変質し 

た部分を特に須留ヶ峯層と呼んで区別する。 

Ⅰ.２.１.１ 須留ヶ峯（明層の変成相） 

須留ヶ峯層は図幅北東部南谷村須留ヶ峯を中心として分布し，主として千枚岩・千 

枚岩質粘板岩・砂岩よりなり，稀に粘板岩・礫岩またはチャートを挾有する。本層の 

岩質は明層の岩質と類似しているが，千枚岩化作用が後者より著しく，千枚岩によ 

って特徴づけられる。下記以外の岩相は明層の記に従う。 

千枚岩 緑色・黄緑色・黑色あるいは暗灰色を呈し，しばしば石英の細脈を伴い， 

かつ層間微褶曲を示すことがある。 

チャート 赤色を呈し，緻密・堅で風化に堪え，しばしば山稜を形成する。 

須留ヶ峯層の西はいわゆる明断層，東は南北性断層で，いずれも明層と境され 
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る。須留ヶ峯層の分布するこの地域には閃緑岩・輝緑岩質岩石が発達し，その間にレ 

ンズないし楔状に千枚岩類が出現する。千枚岩類の走向・傾斜はN 50～70ﾟE，30～ 

60ﾟN であるが，局部的に走向 

W N W ，傾斜S を呈することも 

あり，しばしば多くの小規模な 

褶曲を成している。緑色千枚岩 

質粘板岩と黑色千枚岩質粘板岩 

とは然と区別されるべきもの 

ではないことは，第１図に示し 

た如くである。粘板岩および砂岩の千枚岩化作用は者に強く，後者に弱い。このこ 

とは明層においても同様である。 

Ⅰ.２.１.２ 明 廷  

本層は千枚岩質粘板岩・粘板岩・砂岩・礫岩および石灰岩よりなる。 

千枚岩質粘板岩および粘板岩 黑色ないし暗灰色を呈し，しばしば緑色を帯びる 

が，風化すれば茶色あるいは黄色を呈する。理性を有し，理面は一般に光沢 

 

 

 

 

 

第 ２ 図 

 

 

 

 

 

 

第 ３ 図 

第 １ 図



- 5 - 

を有する。しばしば帯緑白色粘板岩な 

いし砂岩の薄層を挾有し，これと細か 

く随所に尖滅しつゝ互層をなすことが 

ある。その互層は第２図に示す如く， 

帯緑白色粘板岩ないし砂岩と黑色粘板 

岩とが不規則に入り交るものである 

（第２図)。千枚岩化の程度には局部的 

ないし地域的に強弱があり，粘板岩か 

ら千枚岩質粘板岩へと横に 

岩相が移化するのが識別で 

きることがある（第３図)。 

また層理面に斜交する片理 

面のある事実も認められる 

（第４図)。 さらにこの岩 

石は礫質砂岩ないし礫岩中 

に不規則な形（同時侵礫 

様形態）で出現することも 

ある（第５図)。 

砂岩 灰青色・灰緑色・灰白色または緑色を呈し，風化すれば茶色ないし黄色 

を呈する。部分によって粒度を異にし，あるいは礫岩にあるいは粘板岩に漸移し，ま 

たしばしば急変することもある。しばしば石灰質で，石灰質団球を有することがあ 

る。石灰質の砂岩は風化すると多孔質となる。また，特に粗粒の部分には海百合の茎 

を豊富に含有する部分がある。一般に砂岩は大屋層の砂岩よりも度低く，常に不定 

方向に塊状に割れる。千枚岩質粘板岩中に挾在する場合にも片理は認められず，塊状 

で理を有することが多い。部分的に粘板岩と同様珪化作用を受けている。 

礫岩 明層中処々に見られるが厚さは4～5m を最大とし，一定でなく，しば 

しば尖滅する。礫の種類は場所によって相違があるが，チャート・粘板岩・閃緑岩質 

岩石・花崗岩質岩石を普通とする。礫の径には粗砂より小礫・中礫までの諸種があり 

礫は稜角が円味を帯びたものが多い。基質は暗灰色ないし茶色の砂岩よりなる。細 

第 ４ 図

第 ５ 図
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粒礫岩中からしばしば海百合の茎が発見される。 

石灰岩 石灰岩は宍粟郡三方村御形神南方，繁盛村百千家満東方，草木北方，千 

町附近および倉床北方，養郡南谷村富士野峠北方，明西方，屋村カカナベ西方 

および耕地西方に見出される。いずれも続性に乏しく厚さも薄い。繁盛村南部お 

よび北部における石灰岩は嘗て採石されたことがあるが，現在は休止している。三方 

村繁盛村境の御形神南，百千家満東方，草木北方および千町における石灰岩は同一の 

層準上にあると考えられるが，不続である。これらを西方のものから順次に記す 

る。三方村御形神南方においては灰白色で結晶度低く，海百合の茎，蘇虫類の化石 

を多く含有する。しばしば粘板岩の薄層を挾在し，あるいは徐々に石灰質粘板岩層に 

移化する。この石灰質粘板岩中より腕足介２種，海百合の茎および蘇虫類を発見した。 

東においては百千家満に至る間，三方川西岸に10c m内外の薄いレンズとして現 

われる。さらに東の繁盛村百千家満東方では下記の層序を示し，御形神南方におけ 

る石灰岩とほゞ同様の産状であるが，結晶度はやゝ高い。さらに繁盛村草木北方では 

閃緑岩に接して塊状石灰岩が分 

布する。繁盛村千町附近におい 

ては粘板岩ないし砂岩の層理面 

に平行して，直径5～10c m の 

状の石灰岩があたかも礫の如 

く多数見出された。さらにこの 

西方長には石灰岩の比的大 

きな岩塊が，粘板岩・砂岩の層 

理面に平行してレンズ状に介在する。この最後の２個所のものでは，(1）石灰岩以外に 

礫状をしたものが全くない，(２）粘板岩・砂岩はいずれも石灰質である，(３）２個所 

のうち後者において周辺の石灰質粘板岩ないし砂岩中の化石と石灰岩中の化石とがほ 

ゞ等しい，ことからみて，者の石灰岩も後者の石灰岩と同様同時堆積物であって， 

たゞ石灰岩塊が小さく礫状を呈したものと解釈される。宍粟郡繁盛村倉床北部および 

この西と見られる南谷村南部地内に石灰岩が見られる。こゝではその上下盤に黒色 

粘板岩が横たわり，石灰岩は灰白色結晶質で風化すれば茶色となる。石灰岩中に粘 

板岩の薄層を含まない。蘇虫類様化石を含有している。養郡南谷村明西部地域の 

黑 色 粘 板 岩 

石 灰 質 粘 板 岩 

石 灰 岩 

石 灰 質 粘 板 岩 20m 

石 灰 岩 

石 灰 質 粘 板 岩 

石 灰 岩 50c m～1m 

石 灰 質 粘 板 岩 

黑 色 粘 板 岩 
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礫岩中の石灰岩はしばしば小レンズ状を呈して存在するが，例えば第６図および第７ 

図のようにあたかも繁盛村千町附近におけると同様な現象が見られる。さらにこの石 

灰岩は特に粘板岩中に小 

塊として挾まれ，風化し 

た場合には一見化石の印 

象の様な空を生じてい 

る。養郡建屋村カカナ 

ベ西方において石灰質角 

礫岩が見られるが，その 

基質から紡錘虫を発見し 

た。たゞし個数少なく， 

かつ保存不良のため属種 

は明らかでない。この岩 

石は暗青灰色でしばしば礫質粘板岩の黑色 

斑状が顕著である。風化すれば石灰質の部 

分が溶し，多孔質となり，茶色を呈す 

る。建屋村耕地西方においても石灰岩が 

見られるが，暗灰色ないし灰青色で侵面 

は白色を呈する。この石灰岩は結晶質で化 

石は発見できない。 

兵庫県宍粟郡西谷村附近すなわち引原川 

いにホルンフェルス化作用を受けた灰白 

色の緻密・堅な岩石が広範囲に分布する。 

しばしば帯緑白色の径2c m外の点を 

有する。層理は全く識別できない。これは 

近傍に分布する新期花崗岩質岩石による変 

成と見做され，その原岩は三方村近傍の明層と一のものとみられる。 

Ⅰ.２.１.３ 大 屋  

本層は主として黑色粘板岩および灰色砂岩よりなり，薄い礫岩を挾有する。 

第 ６ 図

第 ７ 図
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粘板岩 暗灰色ないし黑色，緻密・堅であり，風化すれば灰白色を呈する。不定 

方向に角状ないし短冊状に割れる性質を有する。層理はほとんど観られないが，砂岩 

ないし砂質粘板岩に移行する境界においては走向・傾斜を測定することができる。古 

期花崗岩質岩石近傍においてしばしば石英の細脈が認められるが，この火成岩による 

変質程度は一般に弱い。 

砂岩 灰白色ないし灰色，緻密・堅である。風化すれば黑色ないし黄色を呈 

する。しばしば石灰質である。常に塊状ないし角状に割れる。走向・傾斜は記粘板 

岩と同様に境界面において測定することができる。 

礫岩 養郡西谷村藏垣，南谷村下浦・田野に薄い礫岩が介在する。礫の径は2～ 

3c mで，藏垣では黑色頁岩の角礫が顕著であり，田野・下浦ではチャートの礫が顕 

著である。礫岩層は極めて薄く最厚2～3mであって，かつ続性に乏しい。 

大屋層は図幅地域の北部すなわち養郡大屋村・西谷村・南谷村北部を占め，ほゞ 

その中央部では古期花崗岩質岩石および閃緑岩の整合状貫入岩体が発達し，その火成 

岩体の北部には粘板岩が，南部には砂岩が広く分布している。走向は明断層以東で 

はN 60～70ﾟE ，断層以西ではN 70ﾟW ，傾斜はいずれも50～70ﾟN である。すな 

わち，見掛上北傾斜の単斜構造であるが，これを西南日本帯の複雑な地質構造から 

推すと，単なる単斜構造であるか否かは今後の検討を要する。大屋層においては化石 

は全く未発見で地質時代の決定は困難であるが，後記する三畳系の御祓山層群よりは 

古い。大屋層の岩石を近傍地域の地層に対比するならば，京都府天田郡下夜久野村千 

原に分布する地層に酷似する。 

Ⅰ.２.１.４ 古生層の序および地質構造 

須留ヶ峯層および明層は図幅地域の南半の大部分に亘って分布する。全体の走向は 

東北東で図幅の東北辺より南西辺に向って走る。しかしながら傾斜は一様でなく，南 

にあるいは北に傾き幾つかの背斜・向斜によって褶曲し，走向断層および傾斜断層に 

よって断層地塊に分たれているようであるが，いずれもその位置を確かめることはで 

きない。明層の礫岩は明より富士野峠に通ずる路上，富士野峠より富士野近傍 

苅谷，瀬谷さらに南では宍粟郡繁盛村東・横山近傍等にみられ，特に明地域に 

おいて顕著であるが，三方村遊屋・富山越近傍に至ると古期花崗岩質岩石・閃緑岩お 

よび輝緑岩質岩石によって断される。明地塊の明層は西南にびて繁盛村・三 
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方村に続する。明地域では礫岩が厚く，単斜構造を示すが，繁盛・三方地域では 

礫岩は薄く，背斜および向斜構造を示す。すなわち，明地塊と繁盛・三方地塊とで 

は堆積相の変化を顕著に示している。明地塊では特に富士野峠近傍においては，か 

なり厚い顕著な礫岩層を追跡できるが，それより下位には礫岩層は見当らない。その 

下位の地層とは岩相・構造を少しく異にするが，その間の関係およびその礫層の地 

学的意義は明らかでない。養郡屋村においても明層をみるが，この地域では礫 

岩層はみられず砂岩・粘板岩の互層で，比較的粗粒の砂岩がみられ，礫質石灰岩を挾 

有する。また，屋村カカナベ・耕地附近では千枚岩質となっているが，朝来郡山 

口村佐中西方では比的塊状を呈し普通の粘板岩にほゞ近いもので，たゞ新期花崗岩 

質岩石に貫入される近傍においては低度のホルンフェルス化作用を受けている。明 

層は須留ヶ峯層よりも千枚岩化の程度が低く，閃緑岩または輝緑岩の貫入が少ない。 

すなわち図幅内では輝緑岩の貫入と千枚岩化作用との間にはある関係があるもののよ 

うで，貫入岩の周辺ほど千枚岩化作用の度が強い。そこで明層と須留ヶ峯層とを境 

する明断層の意義を考察してみると，地下深所で閃緑岩・輝緑岩などの火成岩貫入 

作用を受けたものがいわゆる須留ヶ峯層であって，しからざる地下浅所の部分が明 

層であり，それらを境するものがいわゆる明断層であると解釈される。次に富士 

野・明近傍における明層の層序を表記すると（上より） 

粘 板 岩（千枚岩質粘板岩およびしばしば砂岩・礫岩を挾有する） 

礫岩-砂岩互層（礫岩は横に続くことが少ない） 

粘 板 岩（千枚岩質粘板岩） 

砂岩-粘板岩互層 

礫岩-砂岩互層 

須留ヶ峯層は細粒堆積物が多く，礫岩ないし礫質堆積物に乏い。また石英質岩石な 

いしチャート質岩石が観察されることは注目に値する。これらの岩相の比からみ 

て，須留ヶ峯層は海の堆積物で明層は近海の堆積物であると推定しうる。明層 

（須留ヶ峯層を含めて）の地質時代は養郡建屋村カカナベ西方において，礫質石灰 

岩から紡錘虫が発見されるところから，その一部は二畳石炭紀に属することは確実で 

ある。明層中，明西部の含礫層の時代および地学的意義は今後の興味ある問題 

で，古生物学的研究を特に必要とする， 
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明層と大屋層とは東北東方向の断層によって境されると推定されるが，層序的上 

下関係は決定できない。 

 

Ⅰ.２.２ 三疊紀(御祓山群）11),20),29),30),31),34), 

本属群は養郡南谷村糸原・田野東方・岩井北方・屋村森西方すなわち御祓山 

（773.1m）を中心として分布し，礫岩および砂岩を主とし粘板岩を挾有し全体として 

粗粒堆積物から成る。本層群からは数ヵ所で動物化石が見出された。地層はおゝむね 

走向N 30ﾟW ，傾斜30ﾟN E である。西方に分布する東北東方向の走向を有する大 

屋層とは直接の接触面は観察されなかったが，両層間の岩質および構造の相違から傾 

斜不整合関係にあると見做される。 

本層群は少なくとも２つの構造地塊に分たれる。それらを北から大屋地塊および御 

祓山地塊と呼ぶ。２地塊を境するものは東北東方向の断層で，御祓山地塊の南限は大 

部分凝灰岩ないし凝灰岩質角礫岩によって被覆されるが，屋村カカナベ北方におい 

ては東北東方向の断層（擾乱帯）を以て明層と境される。両地塊の層序はそれぞれ 

次の如くであって，大屋地塊の下部には御祓山地塊に欠除するより下位の岩相が存在 

する。 

大 屋 地 塊 御祓山地塊 

 粘 板 岩 

 砂 岩・粘 板 岩 

 砂 岩-礫 岩 互 層 

砂    岩 粘 板 岩 

砂 岩-礫 岩 互 層 砂 岩-礫 岩 互 層 

粘 板 岩・砂  岩 

砂 岩・礫 岩（礫岩は粘板岩の同時侵礫様の岩石を含むを特徴とし， 

粘板岩を挾有する） 

大屋地塊においては下部に特異な岩層を有する。すなわち粘板岩の同時侵礫様の 

岩石を含む砂岩ないし粗粒砂岩が，黑色粘板岩を挾有して分布する。地層はおゝむね 

走向N 20ﾟW ,傾斜50ﾟE であって，西方に分布する走向E －W ,傾斜50ﾟN の大屋層 

37),38),39),43),44),45)
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とは直接接触面は観察し得ないが，不整合関係にあるものと考えられる。さらにこの 

地層は糸原の家の奥谷北側にも分布するが，谷いに走向E－W，傾斜50ﾟNの大屋層 

と見なされる黑色粘板岩が分布している。しかし不整合面の露頭を確めることはでき 

ない。この地層の上位に重畳する礫岩・砂岩・粘板岩は記の地層とは異なり，大屋 

地塊・御祓山地塊のいかんを問わず分布する。礫岩層はしばしば20m以上の厚さを 

有するが，その正確な厚さは算定できない。礫岩は砂岩と互層し，多くを数える。礫 

はチャートが最も多くかつ大きい。黑色粘板岩がこれに次ぎ，閃緑岩質岩石も含まれ 

る。礫の最大径は10c m 内外で小礫は1c m 以内である。礫は水をよく受け大部 

分が円礫である。この礫岩層と互層しあるいはその上位に石灰質灰白色砂岩がある。 

風化すればおゝむね黄色ないし茶色となる。これらの地層は大略走向N 20～ 

30ﾟW，傾斜30ﾟN E である。さらに記砂岩層の上位に黑色ないし暗緑灰色粘板岩 

が重畳する。風化面は茶色を呈する。理が多少発達し層理は顕著でない。この上 

位に記砂岩・礫岩層に酷似した相の地層が重畳するが，層厚は者より厚い。これ 

らの上位には砂岩・粘板岩層および粘板岩層が重畳する。 

近畿北部の三畳紀の堆積岩を通覧しても，このような礫岩・砂岩・粘板岩は多くは 

見られないが，京都府志高層群はこれに酷似する岩相である。 

さらに西南日本内帯においては東北東方向に帯状に分布する堆積岩中に三畳紀層も 

含まれていて，すなわち夜久野地方ないし舞鶴地方に分布する難波江・河西・夜久野・ 

日置の各層群が古生層中に介在し，ともに褶曲運動に参加しているのに対し，御祓山 

層群はこの構造帯を被覆する構造にあるのでより後期のものと推定され，この構造は 

志高層群にむしろ類似する。 

また御祓山層群からの動物化石群は古生代または新生代の要素を含まずMyophoria, 

Gervil leia, Nucula, Gastropoda からなり，志高動物化石群に酷似する。これらの 

岩質・構造および古生物学的見地からみて，御祓山層群はほゞ志高層群（上部カーニ 

ックないしノーリック階）に対比し得るものであろう。たゞし時代の最後的決定は産 

出小型動物化石の鑑定をまっておこないたい。 
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Ⅰ.２.３ 輝綠岩質岩石2),3),4),30),註2) 

岩石 一般に暗緑色ないし暗灰緑色，局部的に紫緑色ないし紫色を呈し，一般に 

塊状・緻密で細粒ないし微粒である。しばしば方解石脈・緑泥石脈・緑簾石脈，時に 

は石英脈が不規則に認められる。岩体の縁辺部において特に緻密・微粒なものと， 

離性が強く輝緑凝灰岩様の外観を呈するものとがある（南谷村岩井・南良辺附近，繁 

盛村黑原・井内附近，西谷村若杉附近，三方村溝谷附近等)。 

南西の三方村附近に見られる岩石中には，古期花崗岩質岩石の貫入の際その影響を 

受けたと考えられ，粗粒となっていて斑糲岩ないし閃緑岩と明瞭に区別しがたい部分 

もある。 

顕微鏡下では斑状組織やオフィティック組織の認められる岩石もあるが（西谷村若 

杉・南谷村明）等粒のものが多い。構成鉱物のうち特に有色鉱物は変質しているが， 

角閃石・単斜輝石の残晶が認められる（西谷村中間北西)。紫色を呈する岩石は特 

に変質の程度が著しく，鉄質物に富む暗色の基地にかに斜長石らしい外形をした 

ものが認められるに過ぎない。また彎曲した短冊状の斜長石が存在するもの，脈状や 

球顆状をなした方解石が認められるものもある（南谷村南良辺附近)。古期花崗岩質 

岩石との境界附近のこの岩石中には，淡緑色の粒状の比的新鮮な角閃石が認めら 

れる。 

片状輝綠岩質岩石 神子畑附近に現出する暗緑色片状の岩石であって，塊状の輝緑 

岩質岩石に移過するようである。淡緑色の角閃石を主成分とし，ほかに斜長石（曹長 

石？)・ソーシュライト・チタン石等から成る。斑晶はなく，レンズ状ないし楕円形 

のチタン石の小粒が片理にってなる。 

輝綠岩質岩石と他の岩石との関係 古生層の砂岩および粘板岩とは一般に明瞭な境 

界をなし，その部分では粘板岩はやゝくなり輝緑凝灰岩様の外観を呈することがあ 

る。明川の東側に発する本岩体内には，緑色千枚岩・黑色千枚岩・珪岩等が帯状 

または島状に挾まれ，北東－南西方向へ伸び，北西または南東に傾斜する。また特に 

明附近の古生層の千枚岩中には0.5c m内外の厚さで幾條も離面にうて存在す 

 

註２）地質図で輝綠岩質岩石として表現したもののなかでは，地質学的あるいは岩石学的に異るものもあるか 

も知れないが今後の研究に俟つ。 
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る状態が認められる。 

明川東方の本岩体の分布状態から，その東西両側において北北西－南南東の断層 

が推定される 

本岩類と斑糲岩ないし閃緑岩および古期花崗岩質岩石との関係については後に述べ 

る。 

Ⅰ.２.４ 閃綠岩ないし斑糲岩2),3),4),8),9),10),30),37),41） 

岩石 本岩類は緑灰色を呈し，有色鉱物と無色鉱物の割合や粒度はところにより変 

化し，閃緑岩質，時に斑糲岩質である。西谷村筏南西では，同一の露頭で粗粒のもの 

から細粒の輝緑岩質のものまで見られる。塊状の部分もあるが一般に片状構造や流理 

構造が認められ，しばしば無色鉱物や緑簾石からなる脈が発する。 

西谷村佐治見附近において古期花崗岩質岩石中に島状に現出するものは変質の程度 

が強く，結晶形は不明瞭で縞状構造を示し，離性を有することがある。 

また三方村溝谷南東では粗粒の斑糲岩質岩石が，一見蛇岩様のみかけを呈する。 

本岩類は顕微鏡下ではしばしば圧砕構造を示す。斜長石は一般に変質しソーシュラ 

イト化している。累帯構造は認められない。有色鉱物としては色ないし緑色の角閃 

石に富み，少量の単斜輝石を伴う。 

本岩類は新期花崗岩質岩石の近くでは黑色で<なり，ホルンフェルス様の感じを 

与える（西谷村横行北)。たゞし眼で斜長石の認められる部分もある。この岩石を顕 

微鏡で観察すると，主として淡緑色の角閃石・曹長石（？）および塵埃状の鉄質物から 

成り，角閃石の縁辺部は細く針状を呈する。さらに花崗岩質岩石に接近した部分では 

角閃石の結晶形は明瞭となり，塵埃状の鉄質物はほとんど失する。 

他の岩石との関係 本岩類の貫入時に，古生層や輝緑岩質岩石に与えたと考えられ 

る変成現象は明瞭でないが，この岩石が夜久野地方で三畳紀層を貫ぬいていることが 

知られている。中生層を貫ぬく輝緑岩質岩石が，いわゆる夜久野塩基性岩の分布地帯 

に知られていない等のことから，輝緑岩質岩石より新しいものと考えられる。 

明附近においては，閃緑岩ないし斑糲岩と輝緑岩質岩石との接触面は，北西に傾 

く事実が認められている註3)。 

 

註３）明延鑛業所卜部技師の談話による。 
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古期花崗岩質岩石との関係は後に述べる。 

Ⅰ.２.５ 超 塩 基 性 岩 

西谷村大谷から若杉に至る路側に現出する。著しく変質を受けた斑糲岩質岩石中 

に，岩脈状をなしてか数mの間露出するもので，黑色部と淡緑灰色の部分とが縞状 

をなしている。 

顕微鏡下では蛇石（一部脈状)，無色の単斜輝石の大晶と破壊された小片，繊維 

状の透角閃石に近い無色角閃石，および無色に近い柘榴石からなる。柘榴石は単斜輝 

石のなかに取り囲まれ，あるいは繊維状の透角閃石が楔状に柘榴石の結晶中に突入し 

ている。 

Ⅰ.２.６ 古期花崗岩質岩石30),37),40） 

岩石 一般に粗粒で帯緑灰白色ないし淡緑色を呈する。ところによっては中粒で， 

花崗斑岩質ないし石英斑岩質の部分もあり（南谷村和田北西・藤無山北東部等)，結晶 

粒が不明瞭でやゝ縞状を示す部分もある（南谷村明北東・西谷村筏南方等)。 

また石英や有色鉱物の量も異り，塩基性岩に近いところではしばしば石英の量が減 

少し，有色鉱物の量が増加する。石英は乳濁色を呈し，有色鉱物は一般に緑色で結晶 

形は明瞭でない。 

顕微鏡下では圧砕構造が認められ，著しいものはミロナイトとなっている。斜長石 

は曹長石ないし灰曹長石であって，累帯構造は認められない。有色鉱物はほとんど屈 

曲した緑泥石と緑簾石とからなり，角閃石や黑雲母の残晶がかに認められる。 

本岩類西部の新期酸性岩類の近くにおいては，本岩類註4)の斜長石の内部は汚濁 

するが，周辺部は新鮮となり時には内部を石英脈が走り，あるいは斜長石の内部に新 

鮮な部分が脈状に認められる。南谷村田野附近にもこれと同様の現象が認められる。 

また西谷村若杉西方においては曹長石と石英による象構造が認められる。 

他の岩石との関係 本岩類は古生層に著しい接触変成作用を与えておらず，両者の 

間に混成現象は認められないが，しばしば，古生層中に岩脈をなして幾條にも入り込 

み（三方村溝谷附近)，あるいは接触面近くに珪化作用や緑泥石化作用が認められる（西 

 

註４）眼的には古期花崗岩質岩石か新期花崗岩質岩石か明瞭でないものが多い。 
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谷村佐治見西方・藏垣北方・中間南東・本岩体の北東部)。 

塩基性岩類との境界附近においては接触変成現象が認められるほか，塩基性岩に対 

しては枝状に入り込み，有色鉱物に富む石英閃緑岩ないし花崗閃緑岩質の漸移相を生 

じているところも見られる（西谷村横行から栗下に通ずる道路附近，須留ヶ峯西側， 

三方村小原附近)。また塩基性岩が捕獲岩状となり本岩体中に介在する。若杉から大 

路に通ずる路の山頂附近には斑糲岩質岩石の捕獲岩があり，大きな石英粒が浸染し 

ている。西谷村筏の南方川床においては，古期花崗岩質岩石と閃緑岩ないし斑糲岩の 

接触部が見られるが，そこでは粗粒の花崗岩質岩石から中粒ないし細粒のものを経 

て，粗粒で無色鉱物の脈を有する閃緑岩質岩石へと移化している。 

Ⅰ.２.７ 時代未詳の花崗岩26） 

この岩石は図幅北東部屋川東部地域に現われ，隣接図幅にやゝ広く分布してい 

る。淡紅色を呈し，粗粒で均質であり，しばしば小さい晶洞を有することが特徴であ 

る。主要構成鉱物の１つとしてパーサイトが認められ，有色鉱物は緑泥石化してい 

る。石英および斜長石には新鮮なものと汚濁されたものとがあり，また徴弱な波動消 

光を示すものがある。汚濁されたものゝ周辺部はしばしば新鮮である。 

但馬竹田図幅における現出状態から，新期花崗岩質岩石よりも古いものと推定され 

る。 

Ⅰ.２.８ 第 三 紀 (？） 

Ⅰ.２.８.１ 奥 谷  

本層は図幅地内西部において，安山岩および凝灰質岩類に被われて多数の小区域に 

分れて分布するほか，図幅北東隅および南東隅にも分布する。本層は頁岩・砂岩・礫 

岩からなりしばしば凝灰岩質である。走向は一般にN N EでE～Wに傾斜する。 

頁岩 黑色を呈し堅・緻密である。不定方向に割れその破面は凹凸を示す。しば 

しば光沢を有する雲母の小片を含有する。よく成層し層理は明瞭である。頁岩がもっ 

ともよく発逹し，宍粟郡奥谷村宮中・引原附近では珪化作用を受け，灰白色の珪質頁 

岩状を呈し層理は明瞭でしばしば著しい理が発する（第８図)。 

砂岩 緑色ないし緑灰色を呈し，不定方向に割れ，一般に凝灰岩質である。頁岩と 
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しばしば互層し，層理は明瞭で 

ある。 

礫岩 粘板岩および砂岩と互 

層するが，比的下部に発達す 

る。礫はチャート質岩石・頁岩・ 

流岩質岩石・珪岩等で径は5 

m m ～2 c m ，角礫状のものが 

比的多い。しばしば凝灰岩の角片を含 

み，凝灰岩質である（第９図)。 

Ⅰ.２.８.２ 凝質岩類24） 

図幅内北東部すなわち朝来郡山口村佐中 

西方・耕地西方および養郡屋村カ 

カナベ西方・南谷村岩井附近に大屋層・ 

明層・御祓山層群および輝緑岩・閃緑 

岩を被覆して分布する。図幅西部では戸 

倉峠・鹿伏西方等に分布する。岩質は変 

化に富むが，大別して凝灰岩および凝灰角礫岩に分けられ概して流岩質である。顕 

著な凝灰角礫岩は山口村佐中西方および建屋村耕地西方基盤岩に接近する附近に著 

しく発逹し，凝灰岩と互層する場合もある。凝灰角礫岩は径1c m内外の礫を含有し， 

しばしば流理構造を眼および鏡下に観察することができる。外観は変化に富むが一般に 

緑灰色を呈し，風化すると黄色となる。不定方向に割れる。礫は黑色粘板岩および 

流岩質岩石であって，一見水礫岩に酷似する。基質は鏡下において石英が顕著で 

しばしば流状方向に伸びる。長石を含みかつ流岩片および絹雲母を有することがあ 

る。一般に石基は不明瞭である。戸倉峠附近では安山岩や絹雲母緑泥石千枚岩質岩石 

の角礫を含み，諸処で珪化作用を受けている。検鏡の結果角稜を持った石英・緑泥石 

ないし，炭酸塩鉱物に置換された有色鉱物と曹長石とを含有するが，石基は明瞭でな 

い。石英は特に顕著である。 

奥谷層および凝灰質岩類の地質時代を決定する化石は未発見であるが，北隣図幅地 

域の地質に徴し第三紀に属せしめて誤はないであろう。 

第 ８ 図

第 ９ 図
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Ⅰ.２.９ 安山岩質ないし玢岩質岩脈 

南谷村明附近，西谷村筏・佐治見・中間・若杉附近等各地に露出する。 

明附近の岩脈は黑色を呈し，南谷鉱床附近においては北東－南西方向に走る｡ 

眼では斑晶として長石および有色鉱物が認められる。 

顕微鏡下では有色鉱物は主として，帯緑淡黄色の紫蘇輝石および単斜輝石であって 

多少緑泥石化しているが，角閃石または黑雲母から由来したと考えられる緑泥石もあ 

る。石基に見られる有色鉱物は緑泥石化しており，緑泥石が球顆状をなした部分もあ 

る。その他，柘榴石を多量に含む安山岩質岩脈も認められる。 

佐治見附近に現出する暗灰色の玢岩質岩石は角閃石・普通輝石および紫蘇輝石の斑 

晶を有する。 

Ⅰ.２.10 変 質 安 山 岩 

この岩石は普通帯緑暗灰色を呈し，多少プロピライト化したものであるが，珪化作 

用を受けたもの（奥谷村戸倉－宮中間)，黄鉄鉱が鉱染したもの（西谷村横行西方・若 

杉峠）およびホルンフェルス化したものがある（奥谷村鹿伏)。 

顕微鏡下では有色鉱物は通常緑泥石・炭酸塩鉱物・鉄質物等で交代され，橄欖石お 

よび斜方輝石が存在したかどうか一般に不明であるが，単斜輝石は変質していても大 

概の場合に認められる。斜長石は比的変質し難いが，一部炭酸塩鉱物で交代され， 

一部は小粒として散点する。 

鹿伏東方においては変質しているが，普通角閃石の小片を含んだ含橄欖石-紫蘇輝 

石-普通輝石安山岩が現出する。 

斑晶と石基鉱物との間に大いさの区別がつけ難い安山岩は，因幡街東側および奥 

谷村戸倉附近に多い。 

奥谷村鹿伏の新期花崗岩質岩石に接して見られるホルンフェルス様岩石は，暗紫色 

を呈し堅である。顕微鏡下では波動消光を示す石英脈が認められ，斑晶は灰曹長石 

ないし中性長石が主であって，時には単斜輝石や角閃石が存在する。石基には斜長石 

のほかに淡黄色の黑雲母の小片が不規則に群集している。 

変質安山岩はその分布状態から，奥谷層の水成岩および第三紀凝灰質岩石を被覆す 
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るものと考えられる。また上にべたように，一部接触変質を受けていることおよび 

流岩の章でべる事実から，変質した安山岩の一部は少なくとも一部の新期酸性岩 

類の生成以に噴出したものと考えられる。 

Ⅰ.２.11 流  岩 

岩石 長石や石英の斑晶には種々の大きさのものが見られ，長石には淡紅色のもの 

と白色のものとがある。石基は灰色ないし暗灰色である。石英は一般に新鮮で両錐形 

または破片状をなし，しばしば湾入した輪廓を示す。長石はやゝ汚濁し累帯構造は認 

められない。有色鉱物は角閃石または黑雲母から由来したと考えられる緑泥石が主で 

あるが，それらが方解石で交代されていることもある。 

他の岩石との関係 藤無山附近の流岩は，分布状態，岩体の西側に珪化作用を受 

けた凝灰質岩石が存在すること，岩体の東側に変質した安山岩の転石が存すること， 

既にべたように流岩質岩石との接触附近の古期花崗岩質岩石に見られる変質現象 

等から考えて，一部の安山岩の後に貫入したもので地表を流動したものではないよう 

である。 

各地に小岩体をなして点々と露出するが，特に藤無山の南東地帯に多数の岩体が古 

生層を貫ぬいて発達する。 

長谷村附近の流岩の岩体に囲まれて，笠杉山附近では変質した安山岩があり，附 

近の閃緑岩ないし斑糲岩も変質しているので，この流岩は貫入した部分もあると考 

えられるが，南東部のものでは表面を流動した疑いがある。 

図幅内では新期花崗岩質岩石との関係は明瞭でないが，図幅南東部においては現出 

状態や鉱床の賦存状態から判断すれば，流岩はおゝむね新期花崗岩質岩石より古く 

噴出したものと考えられる。 

Ⅰ.２.12 新期花崗岩質岩石32),40） 

この岩石は処々に分布し，同一の岩体においても岩相や成分がかなり異り，一般に 

中粒で花崗岩質組織を有するが，斑状で花崗斑岩ないし石英斑岩質組織のこともあ 

る。成分の点では花崗岩ないし石英閃緑岩の範囲にあるが，図幅南西部の岩体は全体 

として石英閃緑岩質である。処によっては捕獲岩が認められ，また既にべた如く変 
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質安山岩等に接触変成作用をおよぼしている。 

古期崗岩質岩石と異る点は次の如くである。 

①帯状分布を示すことなく不規則な形態をなして，比的地形上低地に現出する。 

②古期花崗岩質岩石に比し，周囲の岩石に対して接触変成作用を著しくおよぼして 

いる。 

③石英および斜長石は一般に新鮮で，圧砕構造は認められない。 

④一般に正長石は淡紅色を呈し，各岩体において正長石と石英はしばしば象構造 

ないしそれに類似の構造を示す。 

⑤斜長石はしばしば累帯構造を示す。 

Ⅰ.２.13 珪 長 岩 質 岩 石 

西谷村横行南東から藤無山の山麓にわたり，小岩体をなして断続し，一般に周囲の 

岩石より低い地形を占めて露出する。 

西谷村若杉南方には花崗斑岩質の部分もあるが，一般に淡紅色・緻密・堅な岩石 

で珪長質物よりなり，淡紅色を呈する曹長石の斑晶がかに認められ，稀に石英の斑 

晶が存在する。有色鉱物は緑簾石らしい鉱物の集合体で交代されている。 

本岩と新期花崗岩質岩石との関係は明瞭でないが，新期花崗岩質岩石の小岩体中に 

花崗斑岩質ないし石英斑岩質の部分が認められること，淡紅色を呈すること，北西－ 

南東方向に並ぶこと等から，時期的にも成因的にも両者は一のものでないかと考え 

られる。 

Ⅰ.２.14 石 英 斑 岩 

本岩は横行北西の新期花崗岩質岩石の周辺部に認められるほか，倉床には小岩株と 

して現出する。淡紅色および白色を呈し，累帯構造を示す斜長石およびしばしば湾入 

した輪廊をもつ石英の大きな斑晶（径1c mにするものがある）で特徴づけられてい 

る岩石で，黑雲母および角閃石は緑泥石化している。 

Ⅰ.２.15 玄  武  岩 

図幅の北東辺の御祓山層群を被覆して分布する。暗灰色を呈し緻密であるが，稀に 
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酸性岩源と思われる径2c mほどの捕獲岩片を含有する。 

顕微鏡下では新鮮な橄欖石玄武岩であって，斑晶は橄欖石・単斜輝石・紫蘇輝石お 

よび斜長石であるが，量の割合は部分によって変化し一般に紫蘇輝石および斜長石は 

少ない。石基は間粒状組織を示し，主として斜長石・単斜輝石および橄欖石から成る。 

Ⅰ.２.16 安 山 岩 類 

新鮮な安山岩は，図幅の北縁に分布するやゝ塩基性の天滝熔岩（含橄欖石-普通輝 

石安山岩）と，西北西隅に分布する氷山熔岩（紫蘇輝石-普通輝石安山岩）に分けら 

れる。天滝熔岩は恐らく図幅北東辺の玄武岩と一のもので，分布状態や地形から見 

て氷山熔岩より古いものであろう。 

天滝熔岩は暗灰色を呈し，玄武岩に似た部分もあり，かなり塩基性である。斑晶は 

斜長石・橄欖石および普通輝石で，量の割合は部分によって変化する。石基は間粒状 

または間組織を示し，斜長石・普通輝石・橄欖石等が認められる。 

氷山熔岩は灰色を呈する。斑晶の主な鉱物は斜長石・普通輝石・紫蘇輝石で稀に橄 

欖石を含む。石基は間組織を示し，主として斜長石・単斜輝石および紫蘇輝石から 

なる。戸倉附近の転石を顕微鏡で観察すると，紫蘇輝石の周辺に単斜輝石の小粒から 

成る薄い縁があり，斜長石は単斜輝石の小粒を包有する。 

新鮮な安山岩と新期酸性岩類との新旧関係は不明である。 

Ⅰ.２.17 冲 積  

大屋川流域・明川流域・屋川流域・三方川流域・引原川流域に主として分布し 

前記諸岩石類の砂礫により構成されている。三方川流域三方町北東方においては，顕 

著な段丘堆積物が見られる。 

 

Ⅱ. 応 用 地 質 

Ⅱ.１ 概   

Ⅱ.１.１ 鉱床と地質構造 

図幅内において，地質構造上明らかに北東－南西ないし東北東－西南西の方向が大 
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きな意義を有しまた北西－南東の方向も断層に関係があり，新期酸性岩類の貫入も一 

部この方向に関している如く配列している。 

さて鉱床の生成についても，やはりこの２つの方向が大きな意義を有している。す 

なわち明鉱山南谷の含銅硫化鉄鉱鉱床は，北東－南西ないし東北東－西南西の方向 

を有し，輝緑岩質岩石中に島状に伸びる千枚岩を母岩として，ほゞその片理の方向に 

うて胚胎される。生野・明・岩美，ほか多数の鉱床の存在によりこの地帯が北西 

－南東に走る顕著な鉱床地帯である22）ことは既に指摘されたところであるが，明の 

鉱脈鉱床のほか，点々と分布する小鉱床の多くはこの帯上に存在する。 

さらに明附近の鉱脈鉱床について見れば，鉱脈群の多くの方向はこの２つの方向 

を示し，地質構造上の２つの方向が鉱脈の方向を規制したものと考えられる。 

Ⅱ.１.２ 鉱 床 の 母 岩 

金属鉱床において富鉱体の胚胎される母岩は，千枚岩質水成岩および細粒の輝緑岩 

質岩石であって，離性のない水成岩・閃緑岩ないし斑糲岩およびその他の火成岩類 

には富鉱体は存在しない。非金属鉱床の母岩は流岩である。 

 

 

Ⅱ.２ 鉱 床 各  

Ⅱ.２.１ 金 属 鉱 床 

Ⅱ.２.１.１ 明延鉱山 

イ、位 置 

兵庫県養郡南谷村和田にあり，山陰本線鹿駅より自動車が通じている。また播 

但線新井駅から神子畑選鉱場まで約12k mの間自動車が通じ，神子畑から鉱山専用 

電車により8k mの明神を経て本鉱山にし，産出鉱石はもっぱらこの経路によ 

り搬出される。 

ロ、革および現況 

明治33年4月三菱鉱業株式会社により開発され，錫および銅の採掘に着手した。 

大正2年南谷鉱区を買収し，含銅硫化鉄鉱の採鉱を始めた．昭和15年～同18年の間 
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には明神に10トン電車を通じ，産出鉱量は最盛期にした。終戦後三菱鉱業株 

式会社は解体され太平鉱業株式会社註5)が経営している。 

本鉱山は鉱石の種類に富み，戦時中増産の要請に応じ採鉱に全力を傾注した結果, 

探鉱開発は著しく不定し可採鉱量が激減した。 

銅・錫鉱床群および含銅硫化鉄鉱の年次による鉱量および品位は第２表の如くであ 

る。 

昭和26年現在では明断層東部地区の錫・タングステン鉱の鉱量が減り，北部地 

区の錫・銅地帯の開発計画を進めている。また明断層西部地区では，昭和24年度 

より継続中の銅・亜鉛・鉱を目的とする探鉱開発坑を掘進していたが北西に進め 

たものは古期花崗岩質岩石に着して中止のやむなきに至り，西部地区の北東－南西 

方面に探鉱を進めなければならない状況にある。たゞし明断層が鉱床生成以後とす 

れば，錫・タングステン鉱脈群の長が切断されて地下に存在するかどうかが問題で 

ある。 

第２表 鉱   量 

品位  

年 
数 量 

銅 錫 

昭和 15 年 100＊ 1.08 0.76 

同 22 年 130 0.66 0.27 

銅 

錫 

鉱 

床 

群 同 23 年 110 0.82 0.34 

昭和 15 年 100＊ 3.10  

同 22 年 20 2.59  

含 

銅 

硫 

化 

鉄 

鉱 
同 23 年 20 2.59  

＊ 1940年の鉱量をそれぞれ100とする。 

ハ、地質および鉱床 

鉱床の型から見れば，錫・銅・亜・・金・銀鉱脈鉱床と含銅硫化鉄鉱鉱床の２ 

つに分類できるので，以下それぞれに分けてべることにする。坑内に関しては， 

献，太平鉱業株式会の資料および卜部技師の談話に拠り記載する。 

 

註５）現在三菱金属鑛業株式と改名されている。 

次



- 23 - 

含銅硫化鉄鉱鉱床13),14),19),46),註6)明の北東1k m須留ヶ峯の西斜面にある。輝緑 

岩質岩石中に北東－南西の方向にびる黑色および緑色千枚岩ならびに珪岩があり， 

緑色千枚岩は黑色千枚岩に比し著しい片状構造を示す。南西部には古期花崗岩質岩石 

ならびにそのミロナイトの小岩体および閃緑岩ないし斑糲岩が現われ，北部に安山岩 

質岩脈が千枚岩の走向とほゞ平行して走る。 

母岩は鉱体に接近すると一般に著しく珪作用を受ける。 

鉱床は緑色千枚岩・黑色千枚岩・珪岩および輝緑岩質岩石中に存在する偏平狭長レ 

ンズ状黄鉄鉱鉱床であって，肥大部は特に緑色千枚岩の層面にって胚胎され，黑色 

千枚岩中では分散尖滅する。鉱体はしばしば極めて多数の小断層により転移し複雑な 

形態を呈する。鉱体は縁辺部に近づくに従い次第に石英を増加して珪質となり，黄鉄 

鉱および黄銅鉱を散点する。 

鉱石は含銅硫化鉄鉱で，主として粒状黄鉄鉱およびその間を充す黄銅鉱よりなり 

脈石は石英を主とし，このほか随伴鉱物として少量の磁硫鉄鉱・磁鉄鉱・方鉱・閃 

亜鉱・珪灰鉄鉱？・緑泥石・緑簾石およびマンガン黝石等を伴う。 

方鉱および閃亜鉱は黄鉄鉱および黄銅鉱より後に生成されたもので鉱体以外の 

石英脈中に存在する。 

鉱脈鉱床1),2),5)､6),12),19),22),註7) 

錫・銅・亜・鉱脈鉱床──明川にいほゞ南北に走る明断層を境として， 

その東部地区は主として変質した輝緑岩質岩石および閃緑岩ないし斑糲岩から成り， 

輝緑岩質岩体中に緑色粘板岩ないし千枚岩・珪岩等が細く北東－南西の方向に伸びて 

存在する。 

断層の西部地区は東部地区に比べて変成度のやゝ低い黑色粘板岩ないし千枚岩が発 

達し，薄い礫岩や砂岩を挾有する。その成層面の走向は一般に北東－南西で北西に傾 

斜する。この西部地区の北西部では輝緑岩質岩石や古期花崗岩質岩石が現出し，水成 

岩の離性は失われる。 

また所々に流岩・安山岩および玢岩の細い岩脈が見られる。坑内註8)において 

は安山岩岩脈は鉱体を切るが，鉱脈により切られるものは認められない。また流岩 

 

註６）齋藤頴一，重松喜一，山口孝三による未発表調査報（太鉱業株式会資料） 

註７）木原二壯，山口孝三による未発表調査報（太鉱業株式会資料） 

註８）卜部技師の談話による。 
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が鉱体を切るのは認められないが，流岩中には鉱体は胚胎していない。 

母岩の変質状態について見ると，鉱脈に接する粘板岩は一般に珪化作用および緑泥 

石化作用を受ける。また緑石化作用も認められるが，輝緑岩質岩石の変質したもの 

に特に緑簾石が多い。明断層のほか，鉱床生成以および以後の北東－南西および 

北西－南東方向の断層が多数存在し，鉱床生成以後の断層は落差30mにするもの 

があるが一般に落差は小である。 

特に明を中心として主要鉱脈が発逹し，大仙・二本松・大同・赤栄・百間・恵比 

寿・大黑等多数の鉱脈が存在する。変質した輝緑岩質岩石およびそれに近いところ， 

特に明川の東部においては，外側部に行くに従って亜・が増加し錫が減小する 

が主として錫鉱を胚胎する鉱脈群がN 50ﾟW の走向を有し，北東に60～80ﾟの傾斜 

を保って併走する。明川の西部の水成岩中では，東部に北西－南東の方向を示した 

鉱脈が発逹し，西に進むと東西方向の鉱脈が発達して銅鉱の量を増加する。さらに西 

に進むとN 30～40ﾟEの方向をとり，亜・を含む鉱脈群が発逹する。ところが鉱 

脈群の方向に変化があっても，水成岩の走向および古期火成岩の方向性にはほとんど 

変化が認められない。 

錫鉱脈群の母岩はほとんど輝緑岩質岩石であり，一部千枚岩ないし粘板岩であって 

閃緑岩ないし斑糲岩および古期花崗岩質岩石中においては，鉱脈の発逹は極めて不良 

である。閃緑岩ないし斑糲岩と輝緑岩質岩石および千枚岩ないし粘板岩との境界附近 

では，鉱脈のあるものははあたかも閃緑岩ないし斑糲岩の岩体を避ける如く北東－南 

西の走向を示す。西部地区の銅・亜およびを含む鉱脈の母岩は，砂岩を挾む千枚 

岩質の粘板岩であって，輝緑岩質岩石や他の岩石中には稼行できる鉱脈は存在しない。 

たゞしにべた如く，東部地区においては輝緑岩質岩石を母岩として亜・を 

多量に含む鉱脈が外側部に存在する。以上一の鉱脈群は赤栄・大仙・五および大 

寿地区の一部を含む範囲を中心として，各種金属鉱物の累帯分布が認められ，層位上 

下位にあたる中心部より外側部に向い，錫・銅・亜・・銀鉱の順に漸移している 

ことが認められている。 

主要鉱物は黄銅鉱・斑銅鉱・錫石・鉄満俺重石・閃亜鉱および方鉱であり，局 

部的に硫砒鉄鉱に富む部分もあるが黄鉄鉱は極めて少ない。その他鉱脈構成鉱物とし 

ては，螢石・灰重石・蒼・輝蒼鉱・輝水鉱・磁鉄鉱・磁硫鉄鉱・菱鉄鉱・石英・ 
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玉髄および黄玉が報告されている。 

錫石の富鉱帯は赤栄５坑道地並以下坑まで約130mの間であり，大仙・二本松 

等では海抜500m のレベルを中心としてその上下にそれぞれ70～80mの間である。 

大仙脈等の大鉱脈は幅3～4mにすることがある。黄銅鉱の富鉱帯は鉱脈の上部に 

あり，赤栄脈においては５坑地並以上である。外側部における方鉱と閃亜鉱と 

の割合はZ n：P b＝2：1である。 

金・銀鉱脈鉱床──大立鉱床48）は明の南西直距離約3.5k m，繁盛村富士野の大 

身谷山に存在する。最も盛んに稼行されたのは明治20～30年間で，次に昭和14～17 

年の間を主とし，大山３坑は年産数100tあて出鉱した。以後休山状態にあったが， 

昭和25年より再び明鉱業所により採掘されている。 

地質は千枚岩質粘板岩および粘板岩よりなり，しばしば砂岩の薄層を挾む。一般 

走向はN 50ﾟW，傾斜20ﾟSで近くに流岩の岩脈が露出する。 

主脈は一條で大身谷山山頂近くに賦存し，走向はN W，傾斜50～60ﾟSである。ま 

たこの北西方向の主脈と斜交する淡立は脈と考えられるもので，東西の方向性を 

有し鉱石の品位はすぐれている。大立鉱床の主脈は上部（大身谷坑・大山坑)は金・ 

銀を主とし，中部（内匠谷２坑）は銅分に 下部（内匠谷３～４坑）は・亜分に 

富む。 

神子畑鉱床は明の南東直距離約5k m の地にある。明治17年開発され，明治22 

第３表 銅 錫 鉱（粗鉱） 

品    位 ％ 含   有   量 kg 

年 

数 量

 トン
銅 錫 亜

タング

ステン 銅 錫 亜 タンクステン 

昭和17年  

同18年  

同19年  

同20年  

同21年  

同22年  

同23年  

同24年  

同25年  

同26年  

534,807

538,867

336,710

101,604

77,915

75,395

91,494

157,112

0.67

0.71

0.78

0.68

0.63

0.91

1.3

1.2

0.40

0.26

0.21

0.17

0.25

0.3

0.3

0.3

0.14

0.22

0.72

0.41

0.034

0.619

0.013

0.006

3,559,671

3,829,039

2,628,110

696,096

487,918

683,211

1,891,100

2,131,239

1,374,771

701,328

176,189

192,076

270,016

75,538

1,164,477

2,435,162

422,614

431,214

184,211

101,440

45,312

6,544

6,496

別 



- 26 - 

年頃，銀の生産量は生野鉱山の出鉱量の半ばに達したことがある。 

附近の地質は輝緑岩質岩石および閃緑岩ないし斑糲岩から成り，流岩および安山 

岩の岩脈により貫ぬかれる。現在休山状態にある。 

第４表 硫 銅 粗 鉱 

品    位 含  有  量 
年 数 量 トン 

銀 g /t  銅 ％ 銀 k g  銅 k g  
昭和 17 年 

同 18 年 

同 19 年 

同 20 年 

同 21 年 

同 22 年 

同 23 年 

同 24 年 

9,124

12,492

11,225

3,249

455

773

2,998

2,411

33

31

24

21

12

40

4.04

3.77

2.30

1.11

2.68

2.99

2.67

301,205

381,850

265,773

68,970

5,481

31,353

368,517

471,085

387,503

74,817

5,059

20,691

第５表 銅 精 鉱 

品    位 含  有  量 
年 

数 量

 トン 金 g /t 銀 g /t 銅％ 錫％ 金 k g 銀 k g 銅 t 錫 t

昭和17年 

同 18年 

同 19年 

同 20年 

同 21年 

同 22年 

同 23年 

同 24年 

同 25年 

13,338

17,925

9,569

2,794

2,109

3,127

5,892

10,939

0.8

0.7

0.8

0.4

0.6

0.6

179

185

202

182

201

196

16.67

17.22

19.50

18.17

19.30

17.11

17.0 

15.5 

0.17

0.18

0.16

0.35

0.24

14

12

7

1

1

2

3,274

3,317

1,939

492

425

615

3,057

3,084

1,862

507

407

554

1,702

30

17

4

7

7

第６表 高 含 銅 亜  精 鉱 

品    位 含  有  量 
年 

数 量

 トン 金 g /t 銀 g /t 銅％ 亜％ 金 k g 銀 k g 銅 t 亜 t  

昭和18年 

同 19年 

同 20年 

1,057

1,834

348

0.7

0.6

0.4

106

155

179

12.04

12.58

13.72

24.7

24.4

17.78

0.8

1.1

0.1

112

284

62

126

230

52

259

446

61

別 

別 

別 
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第７表 錫 精 鉱 

品  位  ％ 含  有  量 
年別 

数 量 トン
銅 錫 タングステン 銅 錫 タングステン 

昭和17年 

同 18年 

同 19年 

同 20年 

同 21年 

同 22年 

同 23年 

同 24年 

同 25年 

2,671

1,718

791

163

142

167

224

321

90

67

50

72

72

62

46.25

41.8 

37.8 

34.2 

49.7 

53.7 

53.7 

51.3 

4.24

3.35

2.59

1.46

3.03

3.06

23

11

3

1

1

1

1,235

718

298

55

70

89

113

57

20

12

4

5

第８表 硫 銅 精 鉱 

品    位 含  有  量 
年別 

数 量 トン
銀 g /t 銅 ％ 硫黄％ 銀 k g 銅 t  硫黄 t  

昭和 17 年 

同 18 年 

同 19 年 

同 20 年 

同 21 年 

同 22 年 

同 23 年 

同 24 年 

処理せず

403

362

242

70

785

3,078

2,412

91

144

106

93

41

6.03

11.75

7.9 

7.78

2.73

3.08

2.70

39.9 

39.4 

39.9 

39.55

33.15

36

52

25

6

32

24

42

19

5

21

241

139

94

28

260

ニ、産 額 

昭和17年以降の産出額は第３～８表の通りである。 

Ⅱ.２.１.２ その他の鉱山 

赤金鉱山 図幅中央部，明西南西直距離3.5k mの地にある。帯緑色粘板岩と輝 

緑岩質岩石および古期花崗岩質岩石との境界近くで，粘板岩中に胚胎され附近には探 

鉱跡がある。黄銅鉱および黄鉄鉱を含む石英脈である。昭和10年頃から休山状態にあ 

るが，その頃まで銅を採堀し昭和年代には月10,000貫程度の産額を示した。 

大身谷鉱山 図幅中央部富士野南西1.5k mの地点で粘板岩中に胚胎される。附近 

に砂岩・礫岩も存在し，砂岩は離性をおびる。金銀および銅を僅かに採掘したこと 
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がある。現在休山状態にあり，埋藏量は期待できない。 

高野鉱山 図幅南縁三方村高野西方2k m の地点にあり，石英閃緑岩および石英 

斑岩ないし流岩と，やゝ石灰質の粘板岩との接触部附近に胚胎される。鉱体は幅 

10m ，走向N 70ﾟW ，傾斜70～80ﾟS であって，附近に柘榴石・ヘデンベルグ輝石 

等のスカルン鉱物が生成されている。鉱石は磁鉄鉱・赤鉄鉱が主で，黄鉄鉱・閃亜 

鉱および方鉱が伴われる。分析の結果は次の如くである。 

F e  M n  S i O 2 P  S  C u  

65％ 0.2 2.5 0.03 0.01 なし 

昭和14および15年の産額および品位は次の如くである。 

粗鉱（t） 品位（％） 精鉱（t） 品位（％） 

昭和14年 12,050 50 8,830 65 

同 15年 13,400 50 10,000 65 

その他の鉱山 西谷村中間に採堀跡がある。母岩は閃緑岩ないし斑糲岩であって黄 

鉄鉱・硫砒鉄鉱（？)・斑銅鉱等が石英脈近くに鉱染され，閃緑岩ないし斑糲岩は緑泥 

石化している。 

この北西1.3k mの粘板岩と斑糲岩ないし閃緑岩の境界附近にも採掘跡があり，鉱 

石は黄銅鉱・斑銅鉱・方鉱・閃亜鉱・磁硫鉄鉱等を含む石英脈であるが，現在休 

山状態にあり鉱量は期待できない. 

屋村添谷に採掘跡があり，銅・銀およびを採掘したといわれ，中生層（？）中に 

胚胎する。鉱体は北東－南西の方向を有す。那事変当時6～7年間手堀されたらし 

いが，現在休山状態にある。 

Ⅱ.２.２ 非金属鉱床27),33),46),47） 

Ⅱ.２.２.１ 明礬石および石鉱床 

明礬石鉱床は図幅南東部にあり，長谷村栃原部落より北西25k m離れた谷の北斜 

面中腹に胚胎している。昭和23年度には月150～160t 採掘し，昭和24年度は月600t  

の採堀を続けている。 

鉱床の上位および東方一帯には石鉱床を胚胎し，両鉱床とも流岩中に胚胎して 

いる。 
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明礬石鉱床の形態は塊状体であって長径80m ，短径50m ，上下70m にわたって 

賦存し，中心部は良好であって周辺に向って品位は低下する。なお詳細は別記献表 

に掲げてある出版物に記載されている。 

主 要  献 

 1）巨智部忠承：御料局生野鉱山地質説明書，農商務省地質調査所，1893 

 2）巨智部忠承：20万分の１地質図幅生野ならびに説明書，1895 

 3）小川治：丹波高原北部基性岩迸出地方地質略説，地質学雑誌,4巻,41号,42号， 

45号，1897 

 4）阿部直太郎：但馬国西部地質調査概報一・二・三，地質学雑誌，12巻，142号 

143号，144号，1905 

 5）T. K a t o：T h e  R i n g -O r e f r o m t h e  A k e n o b e  M i n e, P r o v i n c e o f  T a j i m a . 
J . G e o l S o c . T o k y o . V o l . ⅩⅩⅣ. p p  35～41，1917 

 6）T. Kato：A Cont r ibu t ion to the Knowledge of the Cass i te r i t e Veins of 
P n e u m a t o -H y d a t o g e n e t i c  o r H y d r o t h e r m a l  O r i g i n . A  S t u d y  o f  t h e  
C o p p e r-t i n  V e i n s  o f  A k e n o b e D i s t r i c t  i n  t h e  P r o v i n c e  o f  T a j i m a, 
Japan. Jour. coll. Scie. l. U. Tokyo. Vol. ⅩLⅢ, Art  5, pp 1～60, 1920 

 7）上治寅次郎：丹波田倉山火山の地質，地球3巻，3号，1925 

 8）富 田  ：丹波夜久野地方閃緑岩類の成因，地質学雑誌，32巻，381号，1925 

 9）富 田  ：夜久野斜長岩「丹波夜久野閃緑岩類の成因」続稿，地質学雑誌， 

32巻，387号，1925 

10）杉  健 一：丹波綾部附近の基性深成岩に就て，地質学雑誌，32巻，385号， 

1925 

11）S . S a e k i：O n  S o m e N e w S p e c i e s  o f  J u r a s s i c T r i g o n i a f r o m P r o v i n c e 
o f  T a m b a, J a p a n . J . G e o l . S o c . T o k y o , V o l .32, p p  35～36, 1925 

12）T. K a to：T h e Ik un o-A k en o b e M e t a l l o g e n e t i c-P r o v in c e. J a p. J o u r. G e o l. 
G e o g r. Vo l. Ⅴ, No.3，pp 121～133, 1927 

13）中野長俊：明鉱山南谷鉱床に就いて（予報)，岩石砿物砿床学会誌，4巻， 

4号，1930 

14）中野長俊：明鉱山産銅鉱の二，三の顕徴鏡的構造に就いて(1),(2)，岩石砿 

物砿床学会誌，5巻，5号，6巻，1号，1931 

15）中野長俊：夏目鉱山ニッケル鉱石に就て，岩石砿物砿床学会誌,9巻，5号，1933 

16）K. M a s h i k o：D i s c o v e r y o f  L y t t o n i a i n  a  L i m e s t o n e  e x p o s e d  a t  T a k a u t i , 
N a k a y a k u n o-mu r a, A ma t a-g u n, K y o t o P r e f e c t u r e. J a p. J o u r. G e o l. 
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G e o g r, V o l . Ⅱ, N o .5, 3～4, 1934 

17）木下亀城：夏目鉱山四辺のニッケル鉱床（其ノ１)，（其ノ２)，（其ノ３)，岩 

石砿物砿床学会誌，14巻，2・3号，15巻，3号，1935，1936 

18）大塚弥之助：中国山地の概形とその地質時代，地学雑誌，49巻，578号，1937 

19）加藤武雄：新編鉱床地質学，1937 

20）T. K o b a y a s h i  a n d  M. K a t a y a m a：F u r t h e r  E v i d e n c e s  a s  t o  t h e  C h r o n o - 
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1号，1939 

22）本間不二男：播但国境鉱床地帯の予察，地質学雑誌，46巻，549号，1939 

23）石川俊夫：兵庫県関宮附近のクローム鉱床に就いて，岩石砿物砿床学会誌，25 

巻，3号，4号，1941 

24）Y. O t u k a：F o ss i l M o l lu s c a f r o m T a j i m a, H yōgo P r e f e c tu r e, J ap a n. J ap. 
Jo u r. G e o l. G e o g r, Vo l.18，N o s. 1＆2, 1941 
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EXPLANATORY TEXT 

OF THE 

GEOLOGICAL MAP OF JAPAN  

Sc a l e  1： 50,000  

 

 

OYAICHIBA 

O k a y a ma,  N o.  34  

B y  

OSAMU HIROKAWA 

HUMIO TŌGŌ  

NOBUKAZU KAMBE 

(A b s t r a c t)  

Ⅰ  Genera l  Remarks  

T h e  a r e a  o f  t h i s  s h e e t  m a p  c o m p r i s e s  t h e  n o r t h e r n  p a r t  o f  

H y ōg o  P r e f e c t u r e  i n  t h e  C e n t r a l  J a p a n,  l o c a t i n g  i n  t h e  n o r t h-  

w e s t e r n  h a l f  o f  a n  i m p o r t a n t  m e t a l l o g e n i c  p r o v i n c e,  w h i c h  i s  

c a l l e d  t h e  I k u n o-A k e n o b e  m i n i n g  d i s t r i c t.  
T h e  g e o l o g i c a l  s u c c e s s i o n s  a n d  h i s t o r y  a r e  s u m m a r i z e d  i n  

T a b l e  Ⅰ .  

Ⅱ  Geo logy  

１   U p p e r  P a l a e o z o i c  

T h e  u p p e r  P a l a e o z o i c  s e d i m e n t s  a r e  d i v i d e d  i n t o  t h e  f o l l o w i n g  

t h r e e  f o r ma t i o n s,  n a me l y  t h e  Su ru g a mi ne,  t h e  A k e n o b e,  a n d  t h e  
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T a b l e  １  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

F  …  F o r m a t i o n  G  …  G r o u p  
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O y a,  o w i n g  t o  t h e  d i f f e r e n c e  o f  t h e  r o c k  f a c i e s  a s  w e l l  a s  o n  

t h e  t e c t o n i c  r e l a t i o n s.  
T h e  S u r u g a mi n e  f o r ma t i o n  c o n s i s t s  ma i n l y  o f  g r e e n  p h y l l i t e  

a n d  s a n d s t o n e,  w h i c h  i s  c o n s i d e r e d  t o  b e  a  m e t a m o r p h o s e d  f a c i e s  o f  

t h e  A k e n o b e  f o r m a t i o n.   T h e  A k e n o b e  i n c l u d e s  p h y l l i t i c  c l a y-  

s l a t e,  c l a y- s l a t e,  s a n d s t o n e,  c o n g l o me r a t e,  c a l c a r e o u s  c l ay- s l a t e  

a n d  l i m e s t o n e,  v a r i a b l e  i n  r o c k  f a c i e s  i n  p l a c e s.   T h e  l i m e s t o n e  

a n d  t h e  c a l c a r e o u s  c l a y- s l a t e  y i e l d  t h e  f a u n a  i n c l u d i n g  B r a c h i o-  

p o d a,  C r i n o i d  s t e m s  a n d  B r y o z o a.   C r i n o i d  s t e m s  a r e  a l s o  f o u n d  

i n  s o me  c o a r s e-g r a i n e d  s a n d s t o n e,  a n d  i n d e t e r mi n a b l e  F u s u l i n i d  

w a s  d i s c o v e r e d  f r o m  s o m e  c a l c a r e o u s  c o n g l o m e r a t i c  s a n d s t o n e.  

T h e  r o c k s  n e a r  N i sh i d a n i-v i l l a g e ,  S h i so-g u n  a r e  a l so  c o n s i d e r e d  t o  

b e l o n g  t o  a n o t h e r  m e t a m o r p h o se d  v a r i e t y  o f  t h e  A k e n o b e,  i n c l u-  

d i n g  c o m p a c t,  g r a y-  w h i t e  h o r n f e l s  w i t h o u t  ma r k e d  s t r a t i f i c a t i o n s.  

T h e  O y a  i s  c o m p o s e d  o f  b l a c k  c l a y - s l a t e  a n d  g r a y  s a n d s t o n e  

w i t h  t h i n  i n t e r c a l a t i o n s  o f  c o n g l o me r a t e.   T h e  u p p e r  P a l a e o z o i c  
r o c k s  a c c o m p a n i e d  w i t h  e l o n g a t e d  b o d i e s  o f  t h e  i n t r u s i v e  r o c k s  

s h o w  a  b a n d e d  d i s p o s i t i o n,  t r e n d i n g  n o r t h e a s t  t o  s o u t h w e s t  w i t h  

s t e e p  i n c l i n a t i o n s.   T h i s  g e n e r a l  t r e n d  t o g e t h e r  w i t h  t h e  f a u l t  

s y s t e m s  o f  N E-S W o r  N W-S E  d i r e c t i o n  i s  o f  t h e  m o s t  i mp r o t a n t  

s i g n i f i c a n c e  t o  t h e  g e n e r a l  g e o l o g i c  s t r u c t u r e  o f  t h e  a r e a.  

２   T r i a s s i c  (M i h a r a i-y a ma  Gr o u p)  

T h i s  g r o u p  i s  c o mp o s e d  ma i n l y  o f  c o a r se-g r a i n e d  s e d i m e n t s  

c o m p r i s i n g  c o n g l o me r a t e  a n d  s a n d s t o n e  w i t h  b l a c k  c l a y- s l a t e.  

I t  c o v e r s  t h e  Pa l a e o z o i c  O y a  f o r ma t i o n  w i t h  c l i n o-u n c o n f o r mi t y.  

T h e  f a u n a  o f  M y o p h o r i a  s p p.,  G e r v i l l e i a  s p p.  a n d  G a s t r o p o d a  

g e n.   e t  sp.  i n d e t.   w e r e  d i s c o v e r e d  f r o m  s a n d s t o n e  m e m b e r s  a t  
s e v e r a l  h o r i z o n s  a n d  l o c a l i t i e s ,  a n d  s o me  o f  t h e  f a u n a  i s  f a i r l y  

a l l i e d  t o  t h e  S h i d a k a  f a u n a 1 )  w h l c h  h a v e  b e e n  r e p o r t e d  a s  T r i a s s i c .  
 

1)  K a m b e,  N .  (1951)  
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３   D i a b a s i c  R o c k s  

T h e  r o c k s  a r e  g e n e r a l l y  c o m p a c t.   T h e y  a r e  so  mu c h  a l t e r e d  

t h a t  t h e  o r i g i n a l  t e x t u r e s  a r e  l a r g e l y  o b l i t e r a t e d,  l e a v i n g  t h e  

r e l i c t s  o f  h o r n b l e n d e  a n d  m o n o c l i n i c  py r o x e n e  a m o n g  t h e  a l t e r a-  

t i o n  p r o d u c t s.   T h e y  f r e q u e n t l y  b e a r  p h y l l i t i c  a p p e a r a n c e  a n d  

p a r t l y  p a s s  i n t o  h o r n b l e n d e  s c h i s t.  

Diabasic rocks are  intruded in the Palaeozoic sediments in the  for-  
ms  o f  dy kes  o r  shee t s  t r end ing  no r theas t  to  sou thwes t  in  concordance  

w i t h  t h e  P a l a e o z o i c  s t r u c t u r e.   T h e  c o n t a c t s  b e t w e e n  t h e m  a r e  

a l w a y s  sh a r p,  t h o u g h  s o m e  h a r d e n d  e f f e c t s  a r e  o b s e r v a b l e  o n  t h e  

s e d i me n t s  n e a r  t h e  c o n t a c t s.   I n  s o m e  c a s e s  b e l t s  o f  g r e e n  p h y l-  

l i t e,  b l a c k  p h y l l i t e  o r  q u a r t z i t e  a r e  c o n t a i n e d  i n  t h e  d i a b a s i c  

b o d i e s  i n  p a r a l l e l  w i t h  t h e i r  e l o n g a t i o n.   A t  c o n t a c t  w i t h  t h e  o l d e r  

g r a n i t i c  r o c k s ,  h o r n b l e n d e s  o f  f r e s h  a p p e a r a n c e  a r e  n e w l y  

f o r me d  i n  t h e  d i a b a s i c  r o c k s.   T h e  r e l a t i o n  o f  t h o s e  r o c k s  t o  t h e  

T r i a s s i c  f o r ma t i o n  i s  o b s c u r e  i n  t h e  p r e s e n t  a r e a.  

４   D i o r i t e～ G a b b r o  

T h e y  r a n g e  f r o m  d i o r i t i c  t o  g a b b r o i c  i n  m i n e r a l  c o m p o s i t i o n  

a s  w e l l  a s  i n  t e x t u r e,  a n d  s h o w,  i n  p l a c e s,  r e m a r k a b l y  s c h i s t o s e  

o r  f l u i d a l  s t r u c t u r e s.   T h e  p r i n c i p a l  c o n s t i t u e n t s  a r e  p l a g i o c l a se  

a n d  h o r n b l e n d e  w i t h  r a r e  p y r o x e n e,  a n d  t h e  p l a g i o c l a se  i s  c o n-  

s i d e r a b l y  a l t e r e d  t o  s a u s s u r i t e  a n d  o t h e r s.  

T h e  u l t r a b a s i c  r o c k  c o n s i s t i n g  o f  s e r p e n t i n e ,  m o n o c l i n i c  

a m p h i b o l e,  p y r o x e n e ,  t r e m o l i t i c  a m p h i b o l e,  g a r n e t  a n d  o t h e r s  
i s  f o u n d  i n  s u c h  a  s ma l l  sp a c e  n e g l e c t i b l e  i n  t h e  ma p p e d  a r e a .  

T h e  d i o r i t i c-g a b b r o i c  r o c k s  a r e  i n t r u s s i v e  i n  s h a p e  o f  l a r g e  

ma s se s  o r  s ma l l  o f f- s h o o t s  i n t o  t h e  Pa l a e o z o i c  s e d i me n t s,  p a r a l-  

l e l i n g  t o  t h e i r  n o r t h e a s t- s o u t h we s t  d i r e c t i o n s.   T h e y  a r e  d i s t r i-  

b u t e d  l a r g e l y  i n  t w o  z o n e s;  a n d  t h e  o n e  i s  i n  p a r t i c u l a r  a s s o c i a t i o n  
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w i t h  t h e  d i a b a s i c  r o c k s  i n  t h e  s o u t h,  a n d  t h e  o t h e r,  w i t h  t h e  o l d e r  

g r a n i t i c  r o c k s  i n  t h e  n o r t h .   I t  i s  s u g g e s t e d  b y  t h e  m o d e  o f  

o c c u r r e n c e s  o f  t h e  d i o r i t i c-g a b b r o i c  r o c k s  t h a t  t h e  r o c k s  h a v e  

been  in t ruded  a f te r  t he  d iabasic  rocks.   Some contac t-metamorphic  
p h e n o m e n a  b y  t h e  o l d e r  o r  t h e  y o u n g e r  g r a n i t i c  r o c k s  a r e  

c o n c e i v a b l e  o n  t h e  d i r o i t i c-g a b b r o i e  r o c k s  n e a r  t h e  c o n t a c t.   T h e  

r e l a t i o n  o f  t h i s  r o c k s  t o  t h e  T r i a s s i c  s e d i m e n t s  i s  n o t  o b s e r  a b l e.  

５   O l d e r  G r a n i t i c  R o c k s  

T h o se  r o c k s  a r e,  g e n e r a l l y,  c o a r se - g r a i n e d,  g r e e n i s h  g r a y  in  

c o l o u r  a n d  i n  s o m e  p l a c e s  p o r p h y ry- l i k e  i n  t e x t u r e.   T h e  r e l a t i v e  

p r o p o r t i o n s  o f  t h e  f e l s i c  m i n e r a l  t o  t h e  m a f i c  a r e  v a r i o u s,  b e i n g  

r i c h e r  i n  ma f i c  m i n e r a l s,  c l o s e  t o  t h e  b a s i c  r o c k s.   U n d e r  t h e  

mi c r o sc o p e,  t h e y  a r e,  a s  a  r u l e,  c a t a c l a s t i c  o r  my l o n i t i c  i n  t h e  

e x t r e me  c a s e,  i n  s t r u c t u r e.   T h e  f e l d s p a r  s h o ws  n e i t h e r  g r a p h i c  

t e x t u r e  n o r  z o n a l  s t r u c t u r e.  

They  a re  in t ruded  in  t he  Pa laeozoic  sed iment s  and  the  bas ic  i gn-  

eous  rocks  be ing  d i sposed  a l t e rna t ive ly  each  o the r  in  a  banded  zone.  

T h e  s e d i m e n t s  a r e,  a s  a  r u l e,  n o t  ma r k e d l y  c h a n g e d  i n  c h a r a c t e r  

i n  c o n t a c t  w i t h  t h e  r o c k s  u n d e r  c o n s i d e r a t i o n,  w h i l e  t h e  b a s i c  

r o c k s  a r e  m e t a mo r p h o s e d  d i s t i n c t l y  i n t o  mo r e  a c i d i c  f a c i e s,  c l o se  

t o  t h e  l a t t e r;  t h e  i n c l u s i o n s  o f  t h e  b a s i c  r o c k s  a r e  n o t  u n c o m-  

mo n l y  c o n t a i n e d  i n  t h e  g r a n i t i c  r o c k s.   I n  t h e  n e i g h b o u r h o o d  o f  

t h e  y o u n g e r  a c i d i c  r o c k s,  t h e  f e l d s p a r  i n  t h e  r o c k s  u n d e r  c o n s i-  

d e r a t i o n  i s  t u r b i d  a t  t h e  c o r e,  b u t  f r e sh  a t  t h e  ma r g i n e,  a n d  i n  

so me  c a se s,  c u t t e d  b y  v e i n l e t s  o f  q u a r t z.   T h e  r e l a t i o n  o f  t h e s e  

r o c k s  t o  t h e  T r i a s s i c  s e d i m e n t s  i s  n o t  o b s e r v a b l e.  

６   G r a n i t e  o f  U n k n o w n  A g e  

I t  i s  c o a r se-g r a i n e d,  p i n k-c o l o u r e d,  a n d  m o r e  h o m o g e n e o u s  

a n d  mo r e  a l t e r e d  t h a n  t h e  y o u n g e r  g r a n i t i c  r o c k s.  
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７   T e r t i a r y?  (O k u t a n i  f o r ma t i o n)  

I t  c r o p s  o u t  i n  v a r i o u s,  s e p a r a t e d  a n d  l i m i t e d  a r e a s  u n d e r  

t h e  t u f f a c e o u s  r o c k s  o r  t h e  a n d e s i t e s  i n  t h e  w e s t e r n  h a l f  o f  t h e  

ma p p e d  a r e a.   T h e  f o r ma t i o n  c o n s i s t s  o f  b l a c k  s h a l e,  s a n d s t o n e  

a n d  c o n g l o m e r a t e,  a n d  i s  f r e q u e n t l y  o f  t u f f a c e o u s  n a t u r e.   I t  i s  
c o n s i d e r e d  t o  b e l o n g  t o  t h e  T e r t i a r y  a g e  f r o m  t h e  l i t h o l o g i c a l  

s i m i l a r t i t i e s  t o  t h e  T e r t i a r y  f o r m a t i o n s  k n o w n  i n  t h e  a d j a c e n t  

d i s t r i c t  o n  t h e  n o r t h  o f  t h e  a r e a.  

８   T u f f a c e o u s  R o c k s  

T h e  t u f f a c e o u s  r o c k s  c o n s i s t i n g  o f  a c i d i c  t u f f  a n d  t u f f-b r e c c i a  
a r e  d e v e l o p e d  c o v e r i n g  t h e  T e r t i a r y  f o r m a t i o n s  a s  w e l l  a s  t h e  

o l d e r  r o c k s  i n  s e v e r a l  p l a c e s.  

９   D y k e  R o c k s  o f  A n d e S i t e  o r  P o r p h y r i t e  

T h e r e  a p p e a r  ma n y,  s m a l l  d i k e s  i n  t h e  a r e a  m a p p e d.   T h ey  

a r e  o f  a n d e s i t e,  d a c i t e  o r  p o r p h y r i t e.  

10  A l t e r e d  A n d e s i t e  

T h e  a l t e r e d  a n d e s i t e  o r  p r o p y l i t e  i s  c o m m o n l y  g r e e n i s h  d a r k  

g r a y  i n  c o l o u r,  u n d e r g o n e  w i t h  s o m e  s i l i c i f i c a t i o n,  c a r b o n i t i z a t i o n  

a n d  c h l o r i t i z a t i o n .   M a f i c  c o n s t i t u e n t s  a r e  o b l i t e r a t e d  b e s i d e  

m o n o c l i n i c  p y r o x e n e.   N e a r  t h e  c o n t a c t  w i t h  t h e  y o u n g e r  g r a n i t i c  

r o c k  i t  t u r n s  d a r k  p u r p l i s h  i n  c o l o u r  a n d  c o n t a i n s  n e w l y  f o r m e d,  

m i n u t e  f l a k e s  o f  b i o t i t e,  s c a t t e r i n g  i n  t h e  g r o u n d  m a s s,  w h i c h  
i n d i c a t e s  t h a t  t h e  e f f u s i o n  o f  t h e  a n d e s i t e  i n  so me  p a r t  p r e c e d e d  

t h e  i n t r u s i o n  o f  t h e  y o u n g e r  a c i d i c  r o c k s  i n  a  p a r t.  
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11  R h y o l i t e  

T h e  r o c k  i s  p o r p h y r i t i c  w i t h  p h e n o c r y s t s  o f  q u a r t z  a n d  p i n k-  

co loured  fe ldspar  i n  g ray  g round  mass.   Maf ic  cons t i t uen t s  a r e  b io-  

t i t e  o r  h o r n b l e n d e,  b u t  t h e  h a v e  b e e n  l a r g e l y  a l t e r e d  t o  c h l o r i t e,  

T h e  v o l c a n i s m p l a y e d  s e e m s  t o  b e  p a r t l y  b e f o r e  o r  a f t e r  t h e  

i n t r u s i o n  o f  t h e  y o u n g e r  g r a n i t i c  r o c k s  i n  t h e  t i me,  t h e  r h y o l i t e  

i s  i n t r u s s i v e  i n  s o m e  p l a c e s  a n d  i s  a s s u m e d  l a v a  f l o w s  i n  o t h e r s.  

12  Y o u n g e r  G r a n i t i c  R o c k s  

T h e y  a r e  g e n e r a l l y  me d i u m - g r a i n e d,  g r a n i t i c  o r  p o r p h y r i t i c  

i n  t e x t u r e  a n d  v a r y  f r o m g r a n i t e  t o  q u a r t z  d i o r i t e  i n  c o mp o s i t i o n.  

O n  s o m e  a n d e s i t e s  a n d  s e d i m e n t s,  a s  m e n t i o n e d  a b o v e,  c o n t a c t  

p h e n o m e n a  a r e  e x h i b i t e d  b y  i n t r u s i o n  o f  t h e  y o u n g e r  g r a n i t i c  

r o c k s.  

T h o s e  y o u n g e r  g r a n i t i c  r o c k s  a r e  d i f f e r e n t  f r o m  t h e  o l d e r  

g r a n i t i c  r o c k s,  i n  t h e  f o l l o w i n g  c h a r a c t e r s：   a)  i r r e g u l a r  f o r m s  

o f  i n t r u s i v e  b o d i e s  w i t h o u t  b a n d e d  z o n e s,   b)  m o r e  r e m a r k a b l e  

i n  c o n t a c t  m e t a m o r p h i s m,  a s  c o m p a r e d  w i t h  t h a t  o f  t h e  o l d e r  

g r a n i t i c  r o c k s.   c)  e i t h e r  o f  q u a r t z  a n d  p l a g i o c l a se  a r e  g e n e r a l l y  
f r e s h  a n d  s h o w  n o  c a t a c l a s t i c  s t r u c t u r e ,  t h o u g h  w e a k  w a v y  

e x t i n c t i o n s  a r e  o b se r v e d  i n  a n  e x c e p t i o n a l  c a s e,   d)  o r t h o c l a s e  

i s,  i n  g e n e r a l,  p i n k  i n  c o l o u r,  s h o w i n g  o f t e n  a  m i c r o g r a p h i c  

s t r u c t u r e  w i t h  q u a r t z,   e)  p l a g i o c l a se  sh o w s  f r e q u e n t l y  a  z o n a l  

s t r u c t u r e.  

13  F e l s i t i c  R o c k  

T h i s  i s  h a r d  a n d  c o m p a c t ,  c o n t a i n i n g  a  s m a l l  a m o u n t  o f  

p h e n o c r y s t s  o f  a l b i t e  a n d  q u a r t z.   I t  m a y  b e  a s s u m e d  t h a t  t h e  

r o c k  h a s  a n  i n t i m a t e  r e l a t i o n  t o  t h e  Y o u n g e r  g r a n i t i c  r o c k s  i n  
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t h e  a g e  o f  i n t r u s i o n  a n d  g e n e s i s  f r o m t h e  f o l l o w i n g  e v i d e n c e s：  

a)  t h e  r o c k  i s  g e n e r a l l y  p i n k  i n  c o l o u r,  s i m i l l a r  t o  t h e  y o u n g e r  

g r a n i t i c  r o c k s：   b)  i n  s m a l l  b o d i e s  o f  t h e  y o u n g e r  g r a n i t i c  r o c k s,  

t e x u r a l  t r a n s i t i o n s  f r o m  g r a n i t e  p o r p h y r i t i c  t o  q u a r t z  p o r p h y r i t i c  

a r e  o b se r v a b l e,  a n d   c)  t h e  d i s t r i b u t i o n s  o f  t h e  f e l s i t i c  r o c k  i n  

f i e l d  a r e  a r r a n g e d  i n  t h e  d i r e c t i o n  o f  N W-S E  t o g e t h e r  w i t h  s o m e  

y o u n g e r  g r a n i t i c  b o d i e s.  

14  Q u a r t z  p o r p h y ry  

T h i s  i s  e x p o s e d  a t  t h e  m a r g i n a l  p a r t  o f  t h e  y o u n g e r  g r a n i t i c  

r o c k s  o r  a s  i n d e p e n d e n t  s t o c k s .   I t  i s  c h a r a c t e r i z e d  b y  l a r g e  

p h e n o c r y s t s  o f  q u a r t z  a n d  f e l d s p a r.  

15  B a s a l t  

Th i s  i s  exposed  a s  l ava  f l ows.   I t  i s  hy pe r s thene-augi t e-o l iv ine  

b a s a l t  a n d  i s  d a r k  g r a y  i n  c o l o u r,  f r e s h  a n d  c o m p a c t  w i t h o u t  

r e m a r k a b l e  p h e n o c r y s t s.   I t  c o n t a i n s  t h e  f r a g me n t s  o f  a n  a c i d i c  

r o c k.  

16  A n d e s i t e s  

T h e  a n d e s i t e s  o c c u r  a s  l a v e  f l o w s  c o v e r i n g  t h e  v a s t  a r e a  i n  

t h e  n o r t h w e s t e r n  p a r t  o f  t h e  m a p p e d  a r e a.   T h e  l a v a s  o f  f r e s h  

a n d e s i t e  a r e  d i v i d e d  i n t o  t w o  t y p e s,  t h e  T e n d a k i  a n d  t h e  Hy o-  

n o s e n.  

T h e  T e n d a k i  l a v a  i s  o l i v i n e-b e a r i n g  a u g i t e  a n d e s i t e  a n d  i s  

d a r k  g r a y  i n  c o l o u r；  t h e  H y o n o s e n  i s  o l i v i n e-b e a r i n g  h y p e r s t h e n e-  

a u g i t e  a n d e s i t e  s h o wi n g  g r a y  i n  c o l o u r.  

17  A l l u v i u m  

A l l u v i u m o c c u p i e s  t h e  t r i b u t a r i e s  o f  O y a,  A k e n o b e,  T a k i n o y a,  



- 9 - 

M i k a t a  a n d  H i k i w a r a  r i v e r s  a n d  i s  c o m p o s e d  o f  s a n d  o r  g r a v e l  

o f  t h e  s e v e r a l  r o c k s  a s  d e s c r i b e d  a l r e a d y.  

Ⅲ .  Economic  Geo logy  

１   G e n e r a l  R e m a r k s  

T w o  d i r e c t i o n s  o f  N E-S W a n d  N W-SE  a r e  o f  t h e  i mp o r t a n t  
s i g n i f i c a n c e  o n  t h e  g e n e r a l  g e o l o g i c  s t r u c t u r e  a s  w e l l  a s  t o  t h e  

s t r u c t u r a l  c o n t r o l  o f  o r e  d e p o s i t s  i n  t h i s  a r e a .   T h e  c o u n t r y  

r o c k s  o f  m e t a l l i c  o r e s  a r e  p r i n c i p a l l y  p h y l l i t i c  s l a t e  a n d  f i n e-  

g r a i n e d  d i a b a s i c  r o c k s,  a n d  n o n m e t a l l i c  o r e s  a r e  d e p o s i t e d  i n  

r h y o l i t e.  

２   A k e n o b e  Mi n e  

T w o  t y p e s  o f  t h e  o r e  d e p o s i t s,  n a m e l y,  hy d r o t h e r ma l  v e i n s  

w h i c h  a r e  c h a r a c t e r i z e d  p a r t i c u l a r l y  w i t h  t h e  c o p p e r- t i n  c o n t e n t s  

a n d“ K i e s l a g e r” t h e  c u p r i f e r o u s  p y r i t e  d e p o s i t s  i n  b e d d e d  f o r m s,  

a r e  w o r k e d  i n  t h e  mi n e.  

(a)  V e i n s： ─  Nu me r o u s  c o p p e r- t i n  v e i n s  r u n n i n g  i n  p a r a l l e l  

a r r a n g e m e n t  a p p e a r  i n  t h e  m i n e .   T h e  o r e s  a r e  o f  c o m p l e x  

mi n e r a l  c o m p o s i t i o n  i n  w h i c h  p r i n c i p a l  c o n s t i t u e n t s  a r e  c h a l c o-  

p y r i t e,  b o r n i t e,  c a s s i t e r i t e,  w o l f r a mi t e,  z i n c b l e n d e  a n d  g a l e n a,  

o t h e r  m i n e r a l s  b e i n g  s c h e e l i t e ,  n a t i v e  b i s m u t h ,  b i s m u t h i n i t e ,  

p y r r h o t i t e ,  f l u o r i t e ,  s i d e r i t e ,  q u a r t z ,  c h a l c e d o n y  a n d  t o p a z .  

P y r i t e  i s  e x t r e m e l y  p o o r,  a l t h o u g h  s o m e  v e i n s  a r e  a b u n d a n t  i n  

a r s e n o p y r i t e.   T h e  c o u n t r y  r o c k s  o f  t h e  v e i n s  a r e  t h e  d i a b a s i c  

r o c k s  o r  t h e  p h y l l i t i c  r o c k s  o f  t h e  P a l a e o z o i c  f o r ma t i o n s,  I n  t h e  
c e n t r a l  a n d  e a s t e r n  p a r t  o f  t h e  m i n e r a l i z e d  a r e a  t h e  v e i n s  h a v e  

g e n e r a l  s t r i k e  o f  N W-S E  a n d  v e r y  s t e e p  i n c l i n a t i o n  t o  N E  i n  t h e  

d i a b a s i c  r o c k s.   T h e  v e i n s  a r e  c h a r a c t e r i z e d  w i t h  c o p p e r- t i n  i n  

t h e  c e n t r a l  p a r t,  a n d  w i t h  c h a l c o p y r i t e,  z i n c b l e n d e  a n d  g a l e n a  
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i n  t h e  e a s t e r n  p a r t.   I n  t h e  w e s t e r n  p a r t  o f  t h e  a r e a  t h e  p h y l l i-  

t i c  s e d i m e n t s  a r e  d e v e l o p e d  a s  c o u n t r y  r o c k s  a n d  t h e  v e i n s  t u r n  

t h e i r  d i r e c t i o n  w e s t w a r d s,  i n c r e a s i n g  c o p p e r  c o n t e n t s.   A n d  i n  

t h e  mo r e  w e s t e r n  p a r t  t h e  v e i n s  a r e  c h a r a c t e r i z e d  b y  z i n c b l e n d e  

a n d  g a l e n a ,  a n d  t u r n  t h e i r  s t r i k e  a n d  d i p  f u r t h e r  t o  N E -S W 

a n d  N W,  w h i c h  c o i n c i d e  w i t h  t h e  t r e n d s  o f  t h e  c o u n t r y  r o c k s.  

T h e r e  a p p e a r  O t a t e  v e i n s.   a b o u t  3.5K m  t o  t h e  s o u t h w e s t  

o f  t h e  A k e n o b e  a r e a.   T h e  p r i n c i p a l  v e i n  s t r i k e s  N W.,  d i p p i n g  

50～ 60ﾟ  s o u t h wa r d.   T h e  v e i n  c o n t a i n s  p r i n c i p a l l y  g o l d  a n d  s i l v e r  

a t  t h e  u p p e r  h o r i z o n s,  b e c o mi n g  r i c h e r  i n  c o p p e r  a t  t h e  mi d d l e  

a n d  i n  z i n c b l e n d e  a t  t h e  b o t t o m.  

(b)  K i e s l a g e r： ─  T h e  M i n a m i d a n i  d e p o s i t s  b e l o n g  t o  t h i s  

t y p e  a n d  s h o w  b e d d e d  f o r m s.   T h e  o r e  d e p o s i t s  a r e  f o u n d  e s p e-  

c i a l l y  i n  t h e  g r e e n  p h y l l i t e,  a l t h o u g h  t h e r e  a r e  p o o r  o r e s  i n  t h e  

b l a c k  p h y l l i t e  o r  i n  t h e  d i a b a s i c  r o c k s.   T h e  o r e s  a r e  c u p r i f e r o u s  

p y r i t e  a s s o c i a t e d  w i t h  m a g n e t i t e,  p y r r h o t i t e,  g a l e n a,  z i n c b l e n d e,  

l i e v r i t e  (?),  c h l o r i t e,  e p i d o t e,  t h u l i t e,  q u a r t z  a n d  o t h e r s.   T h e  

o r e s  b e c o m e  q u a r t z o s e  a n d  f i n a l l y  t o  q u a r t z  m a s s e s  o n  t h e  

m a r g i n  o f  t h e  o r e  b o d i e s.  

３   T o c h i h a r a  Mi n e  

T h e  d e p o s i t  o c c u r s  o n  t h e  s o u t h w e s t e r n  c o r n e r  o f  t h e  m a p p e d  

a r e a d.   A l u n i t e  i s  f o u n d  i n  t h e  r hy o l i t e  a s  ma s s i v e  r e p l a c e me n t  

w h i c h  i s  s u r r o u n d e d  b y  p y r o p h y l l i t e  o r e s.  
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